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人 口と 面 積( 62. 4. 1)

世 帯　226, 898人 口　632, 096
男　320, 242
女　311, 854

面 積　53. 25k ㎡
人口密度　11, 870 人/ k ㎡
<月2回( 5日、20日) 発行>

いま、成人教育にあつい期待
学 び あ う ま ち〝あ だ ち 〟

生
涯
を
通
じ
て

。学
夕

時
代
の
到
来
で
、
。学
夕

こ
と

に
挑
戦
す
る
区
民
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
当
区
は
、
短
大
・
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
に

め
ぐ
ま
れ
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
機
関
が
行
う
公
開
講
座
な

ど
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
区
で
は
、
そ
れ
に
見
合
う
高
度
な
知
識
と
教
餮
を

学
習
で
き
る
よ
う
、
区
民
大
学
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講

座
を
般
定
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
各
橦
講
座
へ
の
応
募
者
も
激
増
し
て
お
り
、
区
民

の
学
習
意
欲
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、講
座
修
了
者
た

ち
が
、
自
主
字
習
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
有
意
嚢
な
生
涯
学
習

を
行
っ
て
い
る
方
々
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
民
大
学
卒
業
生
、
な
ら
び
に
現
在
、
自
主
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
声
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。

細

矢

義

信
さん
(
6
0
歳
)

竹
の
塚
3
丁
目
在
住

第
1
5期
・・・
育
ち
あ
い
の
教
育
学

今
ま
で
動
め
の
都
合
で

、
講
座

や
教
室
等
に
穆
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
か
、
退
職
を
き
っ
か
け
に
受

講
し
て
み
ま
し
た

。

仕
事
が
ら
教
育
と
い
う
も
の
に

関
心
を
持
つ
て
い
ま
し
た
が
、
と

か
く
観
念
的
な
も
の
で
し
た

。
今

回
の
講
座
で
は

。
講
師
の
体
験
を

通
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
講
義
か
多

く
、今
ま
で
考
え
て
い
た
こ
と
を

、

理
論
的
に
整
理
で
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す

。

今
潼
も
時
代
を
と
ら
え
た
有
意

義
な
講
座
を
期
待
し
て
い
ま
す

。

和

田

加

代
さん
(
2
4
歳
)

千
住
1
丁
目
勤
務

第
1
5期
…
育
ち
あ
い
の
教
育
学

〝ち
よ
。と
い
い
鳩
所
〟

区
民
大
学
仞
日
、
友
運
の
「
遊

び
に
行
こ
う
」
と
い
う
誘
い
に
も

乗
ら
ず
、
初
講
義
に
出
席
し
ま
し

た
。講

義
内
容
も
決
し
て
難
し
く
な

く
、
そ
れ
で
い
て
熱
心
な
話
は
、

私
の
気
持
ち
を
豊
か
に
さ
せ
て
く

れ
、
1
時
間
半
か
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
り
ま
し
た
。

帰
り
際
、
改
め
て
教
室
の
中
を

見
渡
し
て
、
一
般
の
主
婦
が
多
い

こ
と
に
び
っ
く
り
。
熱
心
な
お
母

さ
ん
た
ち
が
と
て
も
頼
も
し
く
思

え
、
お
母
さ
ん
た
ち
を
集
め
て
し

ま
っ
た
区
民
大
学
を
頼
も
し
い
存

在
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
1
年
、
そ
ん
な
区
民

大
学
へ
の
お
誘
い
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
ま
す
。

大

橋

秀

行

さん
(
2
3歳)

伊
興
町
前
沼
在
住

第
1
6期
…

い
の
ち
を
考
え
る
　

大
学
に
お
け
る
講
義
は
、細
分

化
さ
れ
た
専
門
的
な
も
の
が
多
い

わ
け
で
す
が
、区
民
大
学
は
、各

騙
の
講
師
陣
に
よ
る
幅
広
い
講
義

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

区
民
大
学
を
通
し
て
知
り
合
つ

た
皆
さ
ん
と
そ
の
後
ゼ
ミ
を
受

け
、今
後
も
、自
主
学
習
グ
ル
ー

プ
と
し
て
勉
強
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

年
齢
も
職
菓
も
違
う
地
域
の
皆

さ
ん
と
出
合
い
、
語
れ
る
と
い
う

体
験
は
、
学
生
生
活
で
は
、
味
わ

え
な
い
貴
璽
な
も
の
と
思
つ
て
い

ま
す
。

自主学習グループ「サ イエン ス21 の 会」

会長　八 島　 稔さん
13期区民 大学を 修了し た皆さ んが、その後、自 主

学 習グル ープ として 「宇宙科学 ・人文科学 」と いう
大きなテ ーマに取り 組んでい ます。
会員は、 現在29 名、サラリ ーマン 、学生、 主婦と

さ まざ まな 人たち が講師の餌取 章男 氏( サイエン ス
綢集畏) を中心 に、月1 回の学習会を 行 つてい ます。
副会長の 昼間敏 子さ んによると「9科学、、という と、

難し いイメ ージがあり ますが、講 師の先生から、 生
活 に関連した 現代情 報を わかりや すくお話しし てい
ただ き、自由 な討議を 行つてい ます。 楽しくため に
な る会です。 皆さんも 、一度いらし てみません か」
連絡先　　897 ―2946( 担当 者 ・昼閧) 第

1
7
期
区
民
大
学

「
国
際
化
社
会
と
異
文
化
の
理
解
」

气

私
た
ち
の
社
会
に
国
際
化

の
肢
が
打
ち
寄
せ
、
あ
な
た
の
ま

わ
り
も
他
国
の
文
化
の
彫
響
を
大

き
く
受
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ

の
異
文
化
を
理

解
し
、
国
際
化

の
波
に
乗
れ
る

た
め
の
学
習
を

し
ま
す
。

日
程
・
内
容
　

下
表
の
と
お

り
時
間
T
後
6
　

時
3
0
分
～
8

時
3
0分

会
場

動
労
福
祉
会
館
(
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
内
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勣
の
成
人

定
員
・
費
用
8
0

名
(
抽
選
)
無
料

申
込
方
法

往
復
「

ガ
キ
に
庄

所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番

号
、
灰

民
大
学
」を
明
記

申
込
期
限
5

月
9
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
・
文
　

化
係
(
〒
1
2
0
干
住
1
1
4
-
1
8
　
　

8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

第17期区民大学
公開講座

「日本人の異文化体験」

今
回
の
ほ
民
人
学
の
2

回
目
を

受
講
生
以
外
の
力
に
も
聞
放
し
ま

す
。日

本
人
の
過
去
か
ら
現
在
に
至

る
さ
ま
ぎ
ま
な
異
文
化
体
験
を
探

り
な
が
ら
、(
。冂
の
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
ま
す
。

日
時
・
会
場
・
対
象

区
民
大
学

募
集
嬰
項
と
同
じ

定
員
・
費
用
1
2
0名
(
先
着
順
)
　

無
料

申
込
方
法

電
話
(
5
月
1
5日
か

ら
受
吋
)

申
込
・
問
合
せ
先

仁
7
舎
・
文

化
係
　
　
呎
1
1
1
1
㈹

第17回婦人セミナー

日本語
ボランティア
養成講座

区
内
に
は
曰
本
語
が
わ
か
ら
す

に
困
つ
て
い
る
外
国
人
や
帰
国
者

が
大
勢
い
ま
す

。
そ
う
し
た
方
に

日
常
会
話
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

。
外
国

語
は
で
き
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。国
際
感
覚
を
餮
う
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日
時
6
月
3
日
I
7
月
1
3
日
の
　

各
月
曜
日
と
水
曜
日
(
全
卩
一
　

回
)
、午
前
1
0
時
～
正
午

場
所

勦
労
福
祉
会
館
(

綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
内
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勣
の
女
性

講
師

イ
ン
タ
ー
カ
ル
ト
日
本
語

学
校
教
師
・
沢
邑
や
す
子

定
員
3
0

名
(

甲
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
は

実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、

電
話
番
号
、「
日
本
語
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
参
加
希
望

」
と
明
記

申
込
期
限
5

月
1
5日
(

必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
婦

人
対
策
担
当
(
〒
a
千
住
I
-
4
j
1
8
　
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
)

6
2
年
度
予
算
か
ら

①
福
祉
の
充
実
を
図
る

足
立
区
は
、
調
和
の
と
れ
た

心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
立
の
建

設
へ
向
け
て

、
ま
ち
づ
く
り
や

ね
た
き
り
老
人
、
心
身
障
害
者

な
ど
真
に
援
護
を
必
要
と
す
る

方
々
に
対
す
る
施
策
の
充
実
を

図
つ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、
区
の
施
策
の
将

来
方
向
に
つ
い
て

、6
2年
度
予

算
と
基
本
計
固
(
第
二
次
)
に

沿
つ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
整
備

基
本
計
図
(
第
二
次
)
で
は
、7
0

年
度
ま
で
に
区
内
に
椢
床
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
爾

す
る
計
圃
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
蠢
で

は
、
高
齢
者
自
身
の
役
創
を
重

視
し
た
社
会
尠
加
と
生
き
が
い

対
策
が
柱
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
ね
た
き
り
老
人
対
策

も
重
要
な
課
題
で
す
。

ね
た
き
り
老
人
に
つ
い
て

は
、
庄
み
な
れ
た
地
域
の
中
で

冢
族
に
よ
る
介
護
が
図
れ
る
よ

う
援
助
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
で
の
介
護
が
困

騅
な
場
合
に
は
、
収
容
施
設
に

よ
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

区
長
は
迢
立
区
で
長
い
間

生
活
し
暮
ら
し
て
き
た
人
に

は
、
老
後
も
足
立
区
で
安
心
し

て
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。
家

族
と
離
れ
、
遠
い
老
人
ホ
ー
ム

で
淋
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
人

生
最
後
の
何
年
か
を
過
ご
す
区

民
が
一
人
も
な
い
よ
う
に
し
た

い

」
と
表
明
し
て
い
ま
す

。

そ
こ
で
6
2年
度
は

、
新
設
―

カ
所
(
7
0床
)
、増
設
1

ヵ
所
(
2
3

床
)
の
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
に

助
改
い
た
し
ま
す

。

施
設
の
内
容
は
、
痴
呆
性
老

人
を
含
め
た
収
容
機
能
の
ほ

か
、
短
期
保
護
贖
り
(
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
)
、
機
能
回
厦
訓
練
、

健
康
管
理
、
給
食
サ
ー
ピ
ス
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
家
庭
介
護
教

室
を
実
施
す
る
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

施
設
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

A
企
画
部
予
算
課
V

中
央
本
町
庁
舎
へ
電
話

さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

◎
中
央
本
町
庁
舎
は
、
ビ
ル

電
話
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

、

代
表
電
話
や
交
換
台
は
置
い

て
い
ま
せ
ん

。
電
話
で
の
問

い
合
わ
せ
は

、
お
手
元
の
広

報
紙
や
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」

等
で

、
ご
用
の
課
や
係
の
電

話
番
号
を
確
認
の
上
直
接
お

か
け
く
だ
さ
い
。こ
用
の
課

・
係
が
、話
し
中
の
際
は
、

お
近
ぐ
の
電
話
に
つ
な
が
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

A
中
央
本
町
庁
舎
・
庁
舎

係
V

本庁舎・中央本町庁舎・区民事務所で扱っている主な業務は、次のとおりです。
窓口をおまちがえのないようにご注意ください。
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「魔法の機械」の落し穴
生ゴミ粉砕機の問題 点

□
生
ゴ
ミ
粉
砕
機
と
は
?

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
と
も
い
わ

れ
、
台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
粉

砕
し
、
水
と
と
も
に
下
水
に
流
す

機
械
で
、
流
し
の
下
に
取
り
付
け

て
使
い
ま
す
。
生
ゴ
ミ
を
そ
の
場

で
処
分
で
き
、
衢
生
的
で
便
利
だ

と
い
わ
れ
、
す
で
に
便
つ
て
い
る

方
も
あ
る
ぷ
つ
で
す
。

□
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
問
題
点

こ
の
よ
う
に
便
利
に
み
え
る
機

械
に
は
、
実
は
大
忝
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。

(
1
)
排
水
管
や
下
水
管
が
詰
ま
り
ま

す日
衣
の
下
水
道
の
設
計
は
、
も

と
も
と
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
使
用

を
考
謇
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
吩
砕
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
が
管

に
詁
ま
っ
た
り
、汚
水
の
流
れ
を

娉
け
ま
す
。

(
2
)
悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す

ビ
ル
等
で
は
、
排
水
は
一
度
、

地
下
の
溜
め
槽
を
通
つ
て
下
水
逎

等
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
こ
の
溜
め

喟
の
底
に
、
粉
砕
さ
れ
た
生
ゴ
ミ

が
沈
殿
し
腐
敗
す
る
た
め
、
悪
臭

が
生
じ
ま
す
。

(
3
)
河
川
や
水
路
を
汚
し
ま
す

下
水
道
禾
普
及
地
域
で
は
、
大

暈
の
生
ゴ
ミ
が
、
匱
接
河
川
や
水

略
に
流
れ
出
す
の
で
ご
同
川
は
生

ゴ
ミ
の
捨
て
場
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

ま
た
現
在
の
下
水
処
理
場
は
デ

ィ
ス
ホ
ー
ザ
ー
の
使
用
を
前
提
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
デ
ィ
ス

ポ
ー
ザ
ー
に
よ
る
大
暈
の
生
ゴ
ミ

が
処
理
場
に
流
入
す
る
と
、
下
水

処
理
能
力
を
超
え
て
し
ま
い
、
そ

の
結
粱
、
浄
化
さ
れ
な
い
ま
ま
の

汚
水
か
同
川
に
流
出
し
、
下
水
通

地
域
で
も
河
川
を
汚
し
ま
す
。

(
4
)
大
量
の
水
を
使
い
ま
す

東
亰
の
水
の
供
給
は
、
今
後
ま

す
ま
す
教
し
く
な
る
一
方
で
す
。

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に
よ
る
水
の
浪

費
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。

□
区
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
河
川
の

水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
る
な
ど
大

孝
な
問
題
を
抱
え
た
機
械
で
す

。

水
と
緑
の
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
足

立
区
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
の
使
用
の
自
粛
を
お

頤
い
し
ま
す
。

□
こ
ん
な
売
ら
れ
方
も

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
販
売
に
は

「
マ
ル
チ
ま
が
い
葭
法
一
も
あ
り
、

区
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
も
苦
嚊

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

検
査
セ
ン
タ
ー
・
水

質
調
査
係
(
　
伽
5
3
7
5
)

、

ま
た
は
消
賢
者
セ
ン
タ
ー
(
　
8
7
0
1
3
9
1
)

有
料
広
告
の
掲
載
ご
案
内

6
月
発
刊
予
定
「
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

区
・
教
育
委
貝
会
で
は

、6

月
に
「
ゆ
た
か
な
心
と
健
康
づ

く
り
」(生
哩
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
)
を
3
万
5
千
部
発
行
し
ま

す
。
内
容
は
区
民
の
皆
さ
ん
が

生
涯
学
習
を
す
す
め
る
た
め

の
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
講
座
、

教
室
、
掌
習
情
報
な
ど
を
幅
広

く
李
と
め
る
も
の
で
す
。

今
回
か
ら
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
企
業
な
ど
の
広
告
を
有

料
で
掲
載
し
ま
す
。
褐
載
を
ご

希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広
告
掲
職
基
準
等

▽
掲
載
頁

…
A
4

判
(
全
1
3
6頁
の
予
定
)

の
表
3

、4
お
よ
び
本
文
中

の
指
定
頁

▽
内
容
を
審
査
し

、
希
望
頁

が
重
復
し
た
際
は
調
整
し

、

掲
敵
を
決
定
す
る

掲
載
で
き
な
い
も
の

①
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
公
共
性
。
品
位

を
損
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

②
風
俗
営
業
等
の
規
制
お
よ

び
業
筋
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
第
1
条
に
掲
げ
る
営

業
に
該
当
す
る
も
の

③
政
治
活
勳
、
宗
教
活
勳
、

意
見
広
告
お
よ
び
個
人
的
竄

伝
に
か
か
わ
る
も
の

掲
載
広
告
の
規
格
・
掲
敝
料
　

下
表
の
と
お
り

申
込
力
法

教
弯
委
員
会
所
定

の
申
込
用
紙
に
よ
る

申
込
期
限
5

月
1
2日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

生
涯
教
育
推
進
係
　
　
8
8
2
1
　
1
1
1

㈹

み
ど
り
の
5
月

「
緑
の
羽
根
」
募
金

運
動
に
ご
協
力
を

緑
ゆ
た
か
で
、
活
力
あ
る
足
立

を
つ
く
る
た
め
、「
緑
の
羽
磐
募

金
運
勳
に
ご
協
力
を
お
顫
い
し
ま

す
。

な
お
。
募
金
浬
勳
に
ご
協
力
く

だ
さ
る
方
は
、お
手
数
で
す
が
、緑

化
係
ま
で

、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
5

月
3
0日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係
　

8
8
2
1
1
1
1
㈹

〝み
ど
り
〟
に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か

緑
化
啓
発
見
学
会

参
加
者
を
募
集

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
。

ぶ
ど
p

の
大
切
さ
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、ぶ
ど
P

あ
ふ
れ

る
足
立
区
を
つ
く
る
た
め
、
緑
叱

啓
発
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
6

月
3
日

見
学
地

千
葉
県
花
・
植
木
セ
ン

タ
犬
改
田
市
)

※
な
お
、
現
地
に
は
食
堂
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
昼
食
を
持
尠
し
て

く
だ
さ
い
。

定
員
9
0
名
(
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

申
込
方
法

官
製
(
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
5

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
・
緑
　

化
係
(
〒
1
2
0
千
住
1
1
4
よ
―
1
8
　
　

8
8
2
1
1
1
1㈹)

自然が語りかけてくれるやすらぎの場――都市農業公園

作
品募

集

昭和62年度
緑の写真コンクール

新
緑
の
季
節
と
な
り
、
ま
わ
り

の
木
々
や
草
花
の
緑
も
一
段
と
映

え
て
き
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
中
で
石
す
ら
ぎ

と
ゆ
と
り
を
も
た
ら
す
緑
〟に
対

し

、
覡
し
み
や
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
こ
う
と
、
区
内
の
身
近
な

J
7

を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

応
募
脣
頏

▽
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限

り
ま
す

▽
昭
和
6
1
年
9
月
か
ら
6
2
年
8
　

月
ま
で
に
撮
影
し
た
自
作
未
発
　

表
の
も
の
▽
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
　

ト
、2
L
(
キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
～
　

四
ツ
切
、
ふ
ち
な
し
(
台
紙
無

用
)

▽
応
募
点
数
に
は
制
限

あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
賞
は
I
人

1
賞
と
し
ま
す

▽
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
入
賞
作
品
の
ネ
ガ
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す

賞

推
せ
ん
:
i

点
、
特
選
・
:
3
　

点
、
入
選
・・・
1
0点
、
佳
作
・
:
2
0
　

点
(
合
計
3
4点
)

※
入
賞
者
に
は
、賞
状
・
賞
品
を

。

全
応
募
者
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ

ま
す
。

応
募
期
限
8

月
3
1日

提
出
先

緑
化
係
、
ま
た
は
区
内

写
真
材
料
商
業
協
同
組
合
加
盟

カ
メ
ラ
否

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係
　

8
8
2
1
1
1
1
㈹

昭
和
6
1年度
特

選

「
親
水
公
園
に
て
」

石
川
公
三
郎
さ
ん

く
ら
し
の

情

報

国
民
年金

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料

納

付

相

談

皆
さ
ん
の
中
に
、
次
の
よ
う

な
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
い
ま

せ
ん
か
。

▽
せ
っ
か
く
保
険
料
を
納
め
て

い
た
の
に
、
途
中
か
ら
事
情

が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い
T

禾
納
期
間
が
長
く
な
り
、
も

う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か

▽
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

の
が
む
す
か
し
い

こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め

に
、
月
1
回
、1
ヵ
所
の
区
民

事
務
所
を
選
び
、
出
張
吶
付
相

放
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
足
立
杠
会
保
険
事
務
所
か

ら
も
専
門
官
が
参
加
し
、
質
問

・
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
日
・
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
町
会
・
自
治
会
を

通
じ
て
回
覧
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

倹
認
係
　
　
8
8
0
5
1
6
1

国
民
年
金
加
入
者
は

こ
ん
な
と
き

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
者
が
庄
所

や
氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
ま

た
、
次
の
事
項
に
該
当
し
た
と

き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▽
会
社
や
役
所
な
ど
に
就
職
し

て
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
の

年
金
制
度
の
加
入
者
に
な
っ

た
と
き

▽
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し

た
と
き

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
台
の
加

入
者
と
結
婚
し
て
、
夫
に
扶

隻
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
▽
ご
自
身
の
収
入
が
噌
え
て
、

夫
か
ら
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ

た
と
き

▽
ご
自
身
の
収
入
が
減
っ
て
、

夫
に
袂
養
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き

▽
夫
の
加
入
す
る
年
金
制
度
が

変
わ
っ
た
と
き

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、届
け

出
が
遅
れ
た
り
す
る
と
、将
来

年
金
が
そ
け
ら
れ
な
く
な
る
な

ど
の
不
利
益
を
こ
う
む
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、該
当
し
た

と
き
は
届
け
出
を
し
て
く
た
さ
い
。

申
講
・
問
合
せ
先
中
央
本
町
　

庁
舎
・
適
弔
係
　
　
辯
5
1
5
1

―
保
険
料
納
付
免
除

期
間
の
あ
る
方
ヘ
―

追
納
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

経
済
的
な
事
嚊
や
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
受
紿
に
よ

り
、
保
険
料
納
付
の
免
除
を
受

け
て
い
た
朋
間
(
免
除
期
間
)

は
、
過
去
1
0年
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
吶
吋
(
£
納
)
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

免
除
期
間
は

、
そ
の
期
間
の

年
金
額
が
3
分
の
1
に
減
碩
さ

れ
ま
す
が
、
追
納
す
る
こ
と
に

よ
り
免
除
期
閧
が
納
付
期
閧
と

な
り
ま
す
の
で
減
額
さ
れ
ま
せ

ん

。免
除
さ
れ
て
か
ら
1
0年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
迴
納
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

記
録
係
　
　

貘
5
1
5
1

こ
ど
も

ひ
と
り
親
家
庭
で

困
っ
た
と
き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣

ひ
と
り
観
家
啀
の
お
父
さ
ん

お
ほ
さ
ん
が
柯
気
や
ヶ
が
で
一

時
的
に
家
串
か
で
き
な
ぐ
な
っ

た
時
、
冢
事
そ
の
他
日
常
生
活

に
必
要
な
お
手
已
い
を
す
る
家

政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
弯
吸
手
当
の
受
紿

資
啗
が
あ
り
、
小
学
生
ま
た

は
幼
児
を
養
弯
し
、同

】世

帯
に
1
8歳
以
上
の
人
が
い
な

い
冢
啀

派
遭
回
数
1

回
の
申
讀
に
つ

き
5
回
以
内
牟
2
0川
ま
刄

派
遭
時
間

午
前
7
時
～
午
浚

7
時
の
間
(
8
時
閧
ま
た
は

4
時
間
を
I
回
と
す
る
)

費
用

無
料

申
込
方
法

疾
祠
を
・証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
参
等
)
と
印

か
ん
を
持
参
の
こ
と

※
緊
急
の
場
台
は
、
代
理へ

、

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
吸
係
　
　
眤
I
I
I
　
I

㈹
乳

幼

児

の

す
こ
や
か
相
談

乳
幼
児
の
す
こ
や
か
な
発
育

の
た
め

、
乳
幼
児
健
全
育
成
相

談
を
次
の
私
皀
保
弯
園
で
実
胞

し
て
い
ま
す

。

豊
富
な
知
掀
と
経
験
を
持
つ

ペ
テ
ラ
ン
保
毋
が
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で

、
弯
児
に
悩
み
の
あ

る
方
は

、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

た
さ
い

。
相
談
の
秘
密
は
戳
守

し
ま
す

。

日
程
・
場
所

▽
興
野
保
弯
園

(西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
　
　

瞋
3
2
0
0
)

…
肓
週
月

・
上
曜
日

▽
観
隣
館
保
育
園
(

梅
田
4
-
　
2
9
-
6
　

M
3
8
6
0
)
　

・
:毎
週
水
・
金
曜
日

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
-

1
0
　
9
1
4
6
4
6
6匸・・

毎
週
火
・
木
曜
曰

時
間
午
前
9
時
～
午
暖
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係

き
　
　
1
1
1
1㈹

福

祉

老
人
福
祉
手
当

支
払
い
の
お
し
ら
せ

昭
和
6
2年
4
月
閧
分
の
卷
几

福
祉
平
当
を
、4
川
2
5囗
頃
に

受
紿
者
の
忻
さ
ん
の
凵
生
へ
振

り
込
み
ま
し
た
。
区
に
お
届
け

の
金
融
賤
闃
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

□
ま
だ
申
讀
さ
れ
て

い
な
い
方
へ

ね
た
き
り
、
ま
た
は
老
化
哇

痴
呆
に
よ
り
常
時
、
他
者
の
介

助
お
よ
び
舂
喫
を
必
要
と
し
、6

ヵ
月
以
上
在
宅

。
も
し
く
は

入
院
し
て
い
る
方
に
、
を
人
福

祉
于
当
を
支
紿
し
ま
す

。

持
参
す
る
も
の

木
人
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の

も
の
)
、印
か
ん
、
入
院
証
明

舊
(
入
院
の
場
ひ

□
受
給
者
の
方
へ

次
の
よ
・冫
な
場
合
は
、
必
す

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
施
設
入
所
・
転
出
等
、
受
紿

資
咯
が
な
く
な
っ
た
と
き

▽
ね
た
き
り
の
状
態
が
回
厦
し

た
と
き

▽
囗
座
番
号
・
庄
所
等
、
届
出

事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

▽
埀
度
心
身
陬
害
者
手
肖
を
そ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
福
祉
係
　
　
8
8
2
1
1
1
　
1

㈹
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参
加
し
ま
せ
ん
か

足
立
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

Λ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
開
設
記
念
∨

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と

し
て
釿
般
オ
ー
プ
ン
し
た
「西
峻

瀬
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
」
の
関

設
記
念
「
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」

が
、
足
立
区
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合

会
と
扛
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

区
内
で
い
ろ
い
ろ
な
活
勳
を
し

て
い
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
ブ

が
中
心
に
な
り
、
趣
向
を
こ
ら
し

た
催
し
を
凖
爾
し
て
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
5
月
1
6
・
1
7
日
、
午
前
1
0
　

時
～
午
後
5
時

場
所

西
峻
瀬
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ

ー
ム

内
容

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

活
勳
パ
ネ
ル
展
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

パ
ザ
ー
、
和
紙
工
芸
パ
ザ
ー
、

看
護
教
室
、手
話
コ
ー
ラ
ス
、福

祉
磯
器
あ
れ
こ
れ
(
老
人
・
身
障

者
用
機
器
展
示
)
、禺
誣
、
腹
話

術
、軽
食
コ
ー
ナ
ー
、そ
の
他

問
合
せ
先

杠
会
福
祉
協
議
会

誣
1
5
5
0

西綾瀬ボランテ ィアホーム
西綾瀬4 ―5 ―6( 弘道小学校正門前) 　880卜8510
(五反野駅下車徒歩15分、綾瀬駅西口下車徒歩15分)

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277

江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央本 町保健 相談所　880- 5351

区 民 ま つ

り
今年も やるよ!

ヨロシ クネ
!

ガン バ
ロウネ

!

日 程 10/3( 土)・4( 日)

場 所 都 市 農 業 公 園

問 合 せ 先
中央本町庁舎・
地域振興課区民憲章推進

880 ―5173

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
7
)

明
冶
3
6年
7
月
に
結
成
さ

れ
た
「
大
日
本
同
胞
融
和
会
」

の
運
勳
は
、
差
別
の
原
因
が

同
和
地
区
の
人
ぴ
と
の
岔
葉

つ
か
い
や
、
服
装
あ
る
い
は

生
活
習
慣
な
ど
に
あ
る
と
考

え
、
そ
れ
を
な
お
す
こ
と
に

よ
っ
て
融
和
し
て
い
こ
う
と

し
た
も
の
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
運
勳
は

部
落
差
別
を
生
み
出
し
て
い

る
根
本
的
な
問
題
に
ま
で
目

を
向
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

完
全
解
放
へ
は
到
達
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

大
正
時
代
に
人
つ
て

、
大

正
3
年
に
(
1
9
1
4

年
)

第
1
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り

ま
し
た

。
日
本
の
経
済
は
そ

の
影
響
を
受
け
て
著
し
い
発

展
を
み
せ
ま
し
た
が
、
そ
の

反
面

。
イ
ン
フ
レ
と
物
価
高

の
た
め
、
貧
富
の
差
が
広
が

り

。
零
細
な
農
漁
民
や
都
市

労
働
者
の
生
活
が
一
層
苦
し

く
な
り
ま
し
た

。
特
に
シ
ペ

リ
ヤ
出
兵
を
み
こ
し
た
大
地

主
や
商
杠
、
米
膸
人
な
ど
が

投
機
的
な
米
の
賈
い
占
め
を

行
つ
た
結
果
、
大
正
7
年
6

月
頃
か
ら
米
価
は
天
井
知
ら

ず
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
上
り
ま

し
た
。
大
阪
で
は
。
米
1
升
2
3

鋏
だ
っ
た
の
が
、8
月
に

は
倍
近
い
4
0銭
以
上
に
も
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
賃
金
は
い
っ
こ

う
に
あ
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
、
米
よ
こ
せ
邏
勣
、す

な
わ
ち

〝米
騒
勳
〟
が
起
き

ま
す
が
、こ
れ
が
郎
落
解
放

へ
の
立
ち
上
り
の
き
っ
か
け

と
も
な
り
ま
し
た
。

米
騒
動
は
、
大
正
7
年
の
7

月
に
富
山
県
の
魚
津
、t

川
な
ど
の
漁
民
の
主
婦
が
米

よ
こ
せ
の
瀑
勳
を
始
め
た
の

を
き
っ
か
け
と
し
て
、8
月

に
人
つ
て
全
国
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
規
模
は
全
国
で
数
十

万
人
に
も
の
ぼ
る
人
ぴ
と
が

参
加
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
が

同
和
地
区
の
人
ぴ
と
も
、
長

い
間
苦
し
い
生
活
状
態
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
く
の

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
袒
当
へ
。

建

物

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
ヘ

庄
罟
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。こ
の
届
け
出
が
な
い
と

住
所
が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、

転
入
等
の
手
続
き
が
で
孝
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、建
築
確
認

番
一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
係
　
　
膕
5
0
3
1

お
しら
せ

家
庭
用
計
量
器
の

無
料
検
査
と
調
整

家
啀
で
使
用
し
て
い
る
計
量

器
の
無
料
検
査
を
行
い
ま
す
。

曰
程
・
場
所

▽
5
月
2
3日
・・・

南
花
畑
住
区
セ
ン
タ
ー

▽
5
月
3
0日
・
:弘
道
庄
区
セ

ン
タ
ー

時
関

い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～

午
唆
4
時

対
象

体
温
計
、
寒
暖
計
、
血

圧
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
、
ペ
ビ

ー
ス
ケ
ー
ル
な
ど
家
庭
用
計

量
器
(
業
務
用
は
除
く
)

主
催

東
亰
都
、
東
京
都
計
籃

協
会

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

指
導
育
改
係
　
　
巍
5
1
9
1

内
職
者
と
専
業
的

家
内
労
働
者
の
た
め

の

総

合
相
談

5
月
2
1日
か
ら
3
1日
ま
で
、

家
内
労
働
者
の
労
勳
条
件
の
向

上
と
生
活
安
定
を
促
進
す
る
た

め
、
冢
内
労
働
句
閧
が
閧
か
れ

ま
す
。

こ
れ
に
ち
な
み
、
次
の
と
お

り
総
合
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
。

で

、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

東
京
都
冢
内
労
勳
相
談
員
の

ほ
か
、
足
立
区
の
担
当
者
も
い

ま
す
。

日
時
5

月
2
2日
(
金
)
、
午
前

1
0時
I
午
浚
4
時

塲
所
荒
川
区
民
会
館
(
荒
川
　

区
荒
川
―
-
I
-
1
　
　
峩
　

6
5
3
1
)

対
象

足
立
、
荒
川
、
台
東
、

北
区
に
在
住
の
方

問
合
せ
先

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
1
　
　
8
3
8
3
5
8
4

ワ

ー
プ

ロ

講
習
会

日
時
5

月
2
5日
～
6
月
5
日

(
土
・
日
曜
日
を
除
く
1
0日

閧
)
、午
前
1
0時
I
午
後
3
時

場
所

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

I
対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
2
0

名
(
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用

無
料
、
た
だ
し
教
材
費

は
実
費
負
担
(
千
5
0
0円
程
度
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齡
、
電
話
番
号
バ
ワ
ー
プ
ロ

講
習
会
参
加
希
望
」
と
明
記

の
こ
と

申
込
期
限
5

月
1
3日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

職
業
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
0綾
瀬

1
-
3
4
1
7
1
1
0
2綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
内
　
　
8
3
8
3
5
8
4
)

春
の
交
通
安
全
運
動

心
に
ゆ
と
り

さ
わ
や
か
マ
ナ
ー

5
月
H
日
か
ら
2
0日
ま
で
の
1
0

日
間
、
舂
の
全
国
交
通
安
全

邏
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

足
立
区
で
は

、
区
と
関
係
機

関
が
協
力
し
て
交
通
亊
故
防
止

と
交
通
公
害
防
止
の
徼
底
に
向

け
て
、
各
種
亊
菓
を
効
果
的
に

展
閧
し
ま
す

。

区
内
で
昨
年
1

年
閧
に
起
き

た
交
通
事
故
は

、2
千
2
1
7件
を

数
え

、2
2人
も
の
尊
い
生
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字

は

。
昭
和
6
0年
と
比
ぺ
て

、
死

亡
者
は
又

増
加
し
て
お
り
、

亊
故
件
数
は
H

件
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、2
3区
で
み
る
と
、亊

故
件
数
は
世
田
谷
区
に
次
い
で

2
番
目
に
多
く

、
死
亡
者
も
ワ

ー
ス
ト
4
に
な
っ
て
い
ま
す

。

6
1年
中
の
全
国
の
交
通
事
故

状
況
の
特
澂
は
、
自
勣
車
乗
車

中
の
死
者
数
が
、
全
死
者
数
の
3
5

・
7
%

と
高
い
比
率
を
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
勳
二
備

車
乗
車
中
の
死
者
数
の
う
ち
、
2
4

歳
以
下
の
若
年
瞿
の
占
め
る

比
率
が
7
7・
3
%

と
極
め
て
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
亭
故
の
防
止
に
は
、
区

民
の
忻
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
知
り
、
そ

れ
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
が
、

と
て
も
大
切
で
す
。
正
し
い
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

こ
れ
以
上
、
礁
牲
者
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

今
回
の
邇
勳
の
疸
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1
、二
鴨
車
の
交
通
事
故
防
止
、

特
に
、
若
年
運
転
者
の
無
謀

溷
転
の
追
放

2
、
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
交

通
亊
故
防
止

3
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー

ト
ペ
ル
ト
の
售
用
の
徹
底
　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Λ
区
・
交
通
安
全
対
策
課
、

干
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
警
察
著
▽

5
月
1
2日
は
「
民
生
委
員
の
日
」

大
正
6
年
5
月
1
2日
に
民
生

委
貝
制
黶
が
創
設
さ
れ
、
こ
の

日
を
記
念
し
て

「
民
生
委
貝
の

日

」
と
定
め
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
地
域
社
会
の

中
で
生
活
や
児
童
、
心
身
障
害

者
、
老
人
な
ど
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
方
の
良
き
相
談
相
手
と

し
て

、揩
導
・
援
助
す
る
ほ
か
、

無
職

、
扶
養
の
亊
実
等
に
つ
い

て
証
明
S
(
調
査
書
、意
見
書
)

を
発
行
し
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
配
布
な
ど
で
区
や
杠
会

福
祉
協
議
会
の
S
力
活
動
も
行

つ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の

精
神
に
富
み
、社
会
福
祉
に
理

解
と
熱
意
の
あ
る
方
の
中
か

ら
、
都
知
事
に
推
罵
し
、厚
生

大
臣
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
福
祉
の
こ
と
に
つ

い
て
は
お
気
軽
に
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
区
に
は
、
捐
名
の

民
生
委
鹹
が
い
ま
す
。氏
名
、

袒
当
区
域
等
に
つ
い
て
は
。
直

接
お
問
い
台
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
民
生
係

眤
1
1
1
1
㈹

5 月の
安 売りデー

青
果
物
…
…
5
月
2
0日
(水
)

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
…
5
月
1
5日
(
金
)

青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
<
主
催
>

足 立 区 青 果 安 売 り
デ ー 協 議 会/ 関 東
水 産 物 商 業 協 同 組
合 西 新 井 支 部 ・ 千
住 支 部



昭 和62 年5 月5 日 あ だ ち 広 報 第756 号 ( 4)

千 住 宿探訪
日
光
街
道
の
朷
宿
と
し
て
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
た
千
住
宿
の
面
影
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

史
跡
の
案
内
・
解
説
は
、
足
立

史
談
会
副
会
長
の
磯
周
二
氏
が
担

当
し
ま
す
。

日
時
5

月
2
6日
(
火
)
・
2
9日

(金
)
、
午
前
9
時
3
0分
～
午
後

4
時

対
象

揖
1
8瞋
以
上
の
健
康
な
区

民
(
当
日
は
全
コ
ー
ス
約
3
㌔

徒
歩
で
す
)

定
員

各
日
と
も
2
4名
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齡
、
電
話
番
号
、

希
望
日

、「
千
住
宿
揀
訪
尠
加
希

望

」
と
明
記
の
こ
と
。(
ガ
キ

1
枚
に
つ
き
申
し
込
み
1

名
に

限
り
ま
す

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
昼
食

は
各
自
必
ず
ご
持
穆
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
5

月
1
1日
(

当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広

報
課
(
〒
1
2
0千
庄
1
-
4
-
1
8
)
　
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

千住絵馬

郷
土
芸
能

観

賞

会

足
立
の
郷
土
芸
能
を
紹
介
し
ま

す
。
土
の
香
り
の
高
い
お
は
や
し

を
観
賞
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
5

月
1
0日
(
曰
)
、午
後
1

時
・
2
時
の
2
回

場
所

郷
土
膊
物
館
中
庭

出
演
葛
西
ぱ
や
し
佐
野
保
存
会

問
合
せ
先
郷
土
荐
物
館
　
6
2
0
9
3
9
3

ご
推
薦
く
だ
さ
い

善
行
青
少
年

区
で
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

後
援
に
よ
り
、
艮
い
行
い
を
し
た

青
少
年
を
ほ
め
た
た
え
る
活
勣
を

行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域

で
良
い
行
い
を
し
た
青
少
年
が
い

ま
し
た
ら
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

推
瀰
対
象

区
内
に
在
住
・
在
学

の
1
8歳
以
下
の
青
少
年
と
そ
の

グ
ル
ー
ブ

行
為
基
準

▽
勇
気
や
観
切
を
示

し
周
囲
を
明
る
く
す
る
吁
い
　

▽
公
徳
心
を
高
め
る
行
い

▽

自
立
心
に
富
ん
だ
吁
い

▽
誠

実
・
貴
任
・
努
力
が
認
め
ら
れ

る
行
い

推
薦
方
法

該
当
す
る
青
少
年
が

い
ま
し
た
ら
、
各
肓
少
年
対
策

地
区
委
叫
会
(
各
区
民
事
務
所

が
事
務
局
)
奮
週し
て
ご
推
薦

く
だ
さ
い

推
薦
期
限
6

月
1
日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
対

策
担
当
　
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

会 員 募 集

都市提携交流協会

足
立
区
都
市
齊
携
交
流
協
会

で
は
、
現
在
、
会
員
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。
ご
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

交
流
協
会
の
活
勳
目
的
は
、

区
が
提
脾
を
結
ん
だ
釿
潟
県
小

出
町
、
長
野
県
山
ノ
内
町
、オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ペ
ル
モ
ン
ト

市
と
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
住
民
レ
ペ
ル
の

交
流
を
行
い
、
住
民
相
互
の
理

解
と
友
好
観
善
を
深
め
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

A
今
ま
で
の
主
な
交
流
事
業
V
　

□
小
出
町
、
山
ノ
内
町

▽
少
年
野
球
、
杠
会
人
野
球

の
交
歓
観
善
野
球
大
会

▽
小
出
町
民
・
山
ノ
内
町
民

と
の
意
見
交
換
会

□
ベ
ル
モ
ン
ト
市

▽
写
真
・
絵
画
の
交
椣
展
示

▽
高
校
生
使
節
団
歓
迎
行
亊

(
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
実
施
)

A
こ
れ
か
ら
の
交
流
事
業
V

▽
各
糧
研
修
会
、
講
習
会
の

実
施

▽
学
生
、
冢
族
、
グ

ル
ー
プ
等
の
交
流

▽
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
、
写
真
、
刊
行
物

等
の
交
換

▽
各
種
・
各
層

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

A
入
会
あ
ん
な
い
V

会
費
(
年
願
)
▽
個
人
会
員
…

一
般
2
千
円
、
学
生
千
円
▽

団
体
・
法
人
会
員
・・・
1
万
円

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
都

市
提
携
交
流
協
会
亊
務
局

(
本
庁
舎
総
務
課
)
　

靦
1
　
1
1
1

㈹

※
入
会
は
、
協
会
指
定
の
申
込

喬
(
兼
払
込
番
)
に
よ
る
か
、

匱
接
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。
な
お
、
入
会
さ
れ
た

方
に
は
5
0度
数
の
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
会
員
証
を
受
付
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

交
流
協
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
会
員
と
な
っ
て
活
勳
く
だ

さ
る
さ
7
お
願
い

」稾
す

。

少年活動リーダー講座
区
内
少
年
団
体
活
勦
の
育
改
者

を
対
象
に
、
キ
ャ
ン
プ
技
術
を
習

呀
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
―
期
・
2
期
い
ず
れ
か
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

曰
時
・
場
所
・
内
容

右
表
の
と

お
り

対
象

区
内
少
年
団
体
指
導
者
お

よ
び
興
味
の
あ
る
方
で
、3
日

間
と
も
受
講
で
き
る
方

定
員

各
5
0名
(
先
糖
順
)

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
ま
た
は

(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、所
肩
団
体
、キ
ャ
ン

プ
活
動
入
門
「
―
期
ま

た
は

「2
期

」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限

―
期
…
5
月
2
7日
　
2

期
・・・
7
月
1
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青

少
年
係
　
　

靦
1
1
1
1

㈹

キャンプ活動入門( 1 ・2期)
募
集・
催
し
もの

救
急
法
救
急
員

講

習

会

日
常
生
活
や
運
勳
中
で
の
亊
故

に
対
応
す
る
応
急
処
置
を
学
ぶ
講

習
会
で
す
。

日
時
6
月
1
5
日～
2
5
曰
(
土
・
　

日
曜
日
を
薩
く
9
日
間
)
、
い
ず
　

れ
も
午
後
6
時～
9
時

場
所

区
役
所
・
本
庁
舎
7
階

講
師

日
本
赤
十
字
杠
救
急
法
指

導
蕀

対
象

満
1
6歳
以
上
の
区
内
在
庄

・
在
動
・
在
学
の
方

※
全
日
程
を
出
席
し
、
学
科
お
よ

ぴ
実
技
試
験
に
合
格
す
る
と
、
日

棊
赤
十
字
社
よ
り
救
急
叫
適
任
証

が
取
歸
で
き
ま
す
。

定
員
6
0

名
(
抽
選
)

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
纜
(

ガ
キ
に
住

所
、氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、生
年
月

日
、電
話
番
号
'
S
務
先
(
学
校

名
)
を
記
入
の
う
え
申
し
込
む

申
込
期
限
5

月
2
9日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
・
体
　

弯
課
(
〒
1
2
0
千
庄
1
-
4
1
1
8
　
　

靦
1
1
1
1
㈹
)

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
投
映
(
5
月
分
)

日
時

毎
週
土
曜
日
…
午
後
2
時

・
3
時
3
0分
(
2
回
)

塲
所

敦
育
セ
ン
タ
ー

題
名

勇
士
ヘ
ル
ク
レ
ス
の
冒
険

内
容

晩
舂
の
夜
空
を
飾
る
星
々

の
ご
案
内
と
勇
士
ヘ
ル
ク
レ
ス

の
お
話
を
し
串
歹

定
員
2
3
0名
(
各
回
先
着
順
)

費
用

▽
1
5歳
以
下
・
:無
料

▽
1
6歳
以
上
・
:
1
0
0
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

8
5
0
8
8
0
1

生
活
教
室

日
時
5
月
2
2
日
(
金
)
、午
後
1
　

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

塲
所

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
の
婦
人

内
容

上
手
な
冢
計
と
正
し
い
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
利
用
(
お
金
の
た

め
方
・
使
い
方
)

定
員
3
0
名
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法
5

月
6
日
か
ら
直
接

窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
区
民
セ

ン
タ
ー
　
　
巍
2
6
1
7

手
芸
教
室

日
眄
5

月
2
8日
(
木
)
、午
前
9
　

時
3
0分
I
正
午

場
所

花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
庄
・
在
勣
の
婦
人

内
容

色
紙
人
形
(
藤
娘
)
、色
紙

か
け
も
つ
い
て
い
ま
す

費
用

千
8
0円
(
当
日
持
参
)

定
員
3
0
名
(
先
番
順
)

申
込
力
法
5

月
6
日
か
ら
直
接

窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
花
畑
区
民
セ
ン
　

タ
1
　
　
8
5
0
2
6
1
7

少
年
剣
道
大
会

日
時
6
月
1
4
日
百
)
、受
付
時
　

閧
・
:
午
前
8
時
～
8
時
3
0
分
、

閧
会
式
・・・
午
前
9
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生
男
女

竸
技
内
容

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

(
学
年
別
個
人
戦
)

※
小
学
4
年
生
～
中
学
3
年
生

は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
あ
り
。

持
参
す
る
物

防
貝
一
式
、
昼
食

申
込
方
法

往
厦
(

ガ
キ
に
庄

所
、氏
名
、性
別
、身
長
、学
校

名
、学
年
、所
属
団
体
名
、剣
道

歴
、段
位
(
中
学
生
の
み
)
を
明

記
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
5

月
1
5日
(

必
楢
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
少
年
剣
道
大
会
担
当
(
〒

1
2
0千住
1
-
4
1
1
8
　
　

眤
1
　
1
1
1

㈹
)

あ

ん

ぐ

る

桜を育てて
さくら功労者

綾瀬5丁目の 角田 喜次郎さん

6
2年
度
「
さ
く
ら
功
労
者

」

百

本
さ
く
ら
の
会
)
に
决

ま
っ
た
縵
瀬
5
丁
目
の
角
田

喜
次
郎
さ
ん

。
東
稜
瀬
公
園

の
桜
は
、
角
田
さ
ん
の
「
足

立
の
桜
を
復
活
さ
せ
、
上
野

と
並
ぶ
桜
の
名
所
に

」
の
訴

え
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

。

4
8年
か
ら
噎
樹
が
始
ま

り
、
現
在
は
約
鰤
本
の
桜
の

木
が
毎
年
兒
事
な
花
を
暎
か

せ
て
い
ま
す
。

「
桜
の
木
の
大
敵
は
毛
虫

で
す
。
し
か
し
、
も
っ
と
困
n

も
の
は
、
お
花
見
の
時
の

ゴ
ミ
で
す
。
桜
の
木
の
下
を

ゴ
ミ
捨
て
場
に
し
な
い
で
ぐ

だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
る
角
田

さ
ん
は
、
目
曚
の
千
本
に
向

け
、
自
治
会
の
人
た
ち
と
と

も
に
毎
日
、
公
園
の
濟
掃
活

勳
を
行
な
っ
て
い
ま
す

。

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
惴
報
、催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
、宗
教
、政
治
目
的
の
も
の
、

投
禍
内
容
が
不
懴
の
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
榿
順
/

1
団
体
1
亊
業
と
し
て
3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は

手
短
か
に
窖
と
め
、住
听
、氏
名
、電
話
番
号
、団
体
名
、

費
用
(
金
額
・
使
途
)
、電
話
連
絡
先
(
昼
)
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載

後
の
員
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り
は
、発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
庄
I
-
4
-
1
8
)

=
催
し
物
=

☆
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
　

(
オ
ペ
ラ
友
の
会
)
5
月
1
6

日
、午
後
2
時
か
ら
/
竹
の
塚

社
会
教
育
館
/
一
般
千
迦
円
/

会
貝
も
募
集
中
/
入
会
金
迦

円
、年
会
費
2
千
椢
円
/
7
塩

谷
　
8
5
0
6
7
9
1

☆
手
づ
く
り
ネ
ク
タ
イ
講
習

会
5
月
1
4
日
か
ら
毎
週
木
曜

日
(
全
6
・
回
)
/
午
前
1
0
時
～

正
午
/
鵆
年
館
/
会
費
千
圏
円
/

材
料
a
実
費
/
▽
柴
田
　
l
刪
1
3
1
3

☆
第
1
3回
足
立
子
ど
も
ま
つ

り
5
月
1
7
日
(
雨
天
2
4
日
)
、

午
前
9
時
3
0
分
～
午
汝
3
時
3
0

分
/
元
渕
江
公
園
/
作
ろ
う
コ

ー
ナ
ー
(
竹
細
工
な
ど
)
、遊
ほ

う
コ
ー
ナ
ー
(
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

村
な
ど
)
、み
ん
な
の
広
場
(
歐
、

人
形
劇
な
ど
)
/
M
円
(
材
料

費
)
/
▽
荒
井
　
巍
3
0
4
8

☆
押
し
花
教
室
5
月
1
9

日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
2

時
3
0
分
/
北
千
住
駅
ビ
ル
ー
ウ

ィ
ズ
/
8
0
名
/
5
0
0
円
/
電
話
予

約
/
7
柬
亰
電
力
千
住
支
社
・

地
域
サ
ー
ビ
ス
係
　
貎
9
1
1
1

☆
ジ
ャ
ズ
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

体
操
講
習
会
5
月
1
6
日
、
午

前
9
時
3
0
分
～
m
一
時
3
0
分
/
島

根
住
区
セ
ン
タ
ー
/
入
門
コ
ー

ス
、子
供
連
れ
歓
迎
/
フ
濟
水
　

捌
0
9
7
6

霞
間
)

☆
花
畑
共
同
作
業
所
バ
ザ
ー

バ
ザ
ー
用
品
を
提
供
し
て
く
た

さ
い
/
5
月
1
0
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
/
保
木
間
第
5
都

営
庄
宅
広
場
/
▽
并
上
　
M
9
2
3
4

☆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
(
足
立
区

相
撲
連
盟
)
5
月
1
7
日
、正

午
か
ら
(
雨
天
2
4
日
)
/
元
渕

江
公
園
/
小
学
生
/
瓱
円
/
ワ

宝
田
　

誣
4
3
4
9

☆
公
開
講
座
『
子
ど
も
の
心

理
』
(
足
立
シ
ニ
ア
ク
ー
フ
ブ
)

5
月
2
3
日
、午
後
2
時
～
4
時
/

胃
年
館
/
講
師
は
小
杉
道
雄

氏
(
小
杉
杠
会
敦
弯
研
究
所
長
、

N
H
K
講
師
)
/
▽
鵜
殿
　
鎭

=
募
集
=

☆
女
声
合
唱
団
(
バ
ン
ブ
ー
　

・
エ
コ
上
毎
週
木
曜
日
、

午
前
1
0
時
I
午
汝
1
2
時
3
0
分
/

竹
の
塚
社
会
教
育
館
/
入
会
金

千
円
、月
額
3
千
飢
円
/
∵
大

関
　
蟒
8
4
0
1

☆
茶
道
江
戸
干
家
流
(
一
呑

会
)
第
2
・
4
木
曜
日
、午
前

1
0
時
I
正
午
/
中
央
本
町
社
会

敦
育
館
/
入
会
金
千
円
、月
額

2
千
円
/
▽
星
野
　
8
9
8
0
9
0

☆
子
供
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
　

(
ス
ワ
ン
)
毎
週
月
曜
日
、

午
汝
4
時
～
5
時
/
江
北
1
丁

目
団
地
み
ど
り
会
集
会
所
/
4

歳
以
上
の
児
童
/
月
額
2
千
円
/

▽
町
田
　

謳
5
5
9
1
(

月

・
火
・
木
)

☆
音
楽
健
康
体
操
(
た
ん
ぽ

ぽ
)
毎
週
金
曜
日
、午
前
1
0

時
～
H
時
3
0
分
/
都
民
信
用
金

厘
侮
島
支
店
/
少
人
数
制
。叨

心
者
、中
高
年
歓
迎
/
入
会
金

2
千
円
、月
額
3
千
円
/
T
山

崎
　
弼
5
2
9
5

☆
俳
句
会
(
門
)
毎
月
第

4
木
曜
日
、午
唆
6
時
I
8
時

3
0
分
/
西
の
宮
会
館
(
E
反
野

駅
近
く
)
/
叨
心
者
対
象
/
月

願
干
円
/
フ
鈴
木
　
鰯
5
9
7
0

☆
曰
本
舞
踊
教
軣
松
寿
会
)

肓
週
月
曜
日
、午
汝
1
時
～
一

時
/
魴
労
福
祉
会
館
(
崚
噸
フ

ル
ミ
エ
2
澂
和
室
)
/
入
会
金

迦
円
、月
額
3
千
円
/
T
中
根
　
6
0
2

4
8
9
3

掲示板

□
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

科
目

電
気
主
任
技
術
者
(
3

種
)
I

、H

、
Ⅲ
コ
ー
ス

日
程
(
I
)
6
月
1
日
～
5
日
　

Ⅲ
・
:
6
月
8
日
～
1
2
日

胙
・
・
・
6
月
1
5
日
～
1
9
日
(
い
　

ず
れ
も
延
べ
5
日
間
)

定
員
・
費
用

各
コ
ー
ス
と
も

5
0名
、
千
円

受
付
日
時
5
月
6
日
～
6
月
　

1
2日
、
午
前
8
時
3
0分
I

午

後
7
時
(
土
曜
日
は
正
午
。

日
曜
日
は
除
く

。
先
俯
順
)

問
合
せ
先

足
立
高
等
職
業
技

術
専
門
校

昔
6
0
5
6
1
4
9

□
実
技
講
習

「
電
気
工
事
」

日
時
第
1
回
…
6
月
1
日
～
　

1
0
日
、第
2
回
・
:
6
月
1
7
日
　
～

2
6
日
、午
後
6
時
～
9
時
　

1
0分

対
象

本
年
度
電
気
工
亊
士
実

技
試
験
を
戞
験
す
る
方

定
員
・
費
用

い
ず
れ
も
2
0
　

名
、5
千
迦
円

申
込
期
間
5
月
6
日
～
1
8
　

日
、
午
前
9
時
I
午
後
7
時

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

都

立
赤
羽
高
等
職
業
技
術
専
門

校
　
　
鶫
8
3
3
4

□
職
場
の
労
働
法
教
室

日
時
5
月
1
9
・
2
1
・
2
6
・
2
8
　

日
、6
月
2
・
4
日
、午
後
　

6
時
1
5
分
～
8
時
4
5
分

場
所

北
部
労
政
会
館
講
堂

(王
子
労
政
事
務
所
内
)

内
容

労
勳
基
凖
法
の
話

問
合
せ
先

王
子
労
政
事
務
所

籾
0
1
1
7

□
労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は

済
ん
で
ま
す
か

す
で
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
申

告
書
に
保
険
料
査
陌
え
て
5
月
1
5

日
ま
で
に
も
よ
り
の
銀
行
ま

た
は
郵
便
局
へ
哨
付
し
て
く
だ

さ
い

。

問
合
せ
先

▽
ふ
じ
色
の
申
告

窿
…
都
・
労
働
経
済
祕
壓
用

保
険
部
　

箔
一
5
1
1
1

㈹

T
黒
色
の
申
告
鏘
・・・
東
亰
労

働
基
凖
局
労
災
業
務
課

8
1
4
5
3
1
1

□
東
亰
都
職
員
採
用
試
験

1
次
試
験
日
I

類
・
猷
医
…

7
月
1
2日
、H
類
・・・
7
月
2
6
　

日
、
Ⅲ
類
…
1
0月
H
日
、
身

体
障
害
者
…
H
月
8
日

公
售
配
布
と
申
込
I

・
H
類

と
猷
医
…
5
月
下
旬
～
6
月

中
旬
、
Ⅲ
類
…
7
月
上
旬
～

9
月
上
旬
、
身
体
障
害
者
・
:
　
8

月
中
旬
～
1
0月
上
旬

※
受
験
資
格
、
募
集
職
種
・
人

数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
試
験

公
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

東
京
都
人
事
委
員

会
事
務
局
試
験
室
試
験
課

(
　
2
1
2
5
1
1
1
㈹
)
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
　
2
0
1
4
8
　
6
1
)

□
5
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で

す
納
税
通
知
番
は
、5
月
中
頃

ま
で
に
手
も
と
に
届
き
ま
す
の

で
、
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は

都
税
亊
務
所
で
6
月
1
日
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い

。

(足
立
都
税
事
務
所
)

□
労
働
基
準
監
督
官
募
集
(
大

学
卒
業
程
度
)

試
験
日
1

次
試
験
・・・
7
月
H
　
B
I
1
2

日

受
験
資
格
昭
和
3
3
年
4
月
2
　

日
～
昭
和
4
1
年
4
月
1
日
生
　

ま
れ
の
方

採
用
予
定
者
敵

法
文
系

…
約

7
0名
、
理
工
系
・・・
約
5
0名

受
付
期
間
5

月
1
5日
～
2
2日

問
合
せ
先

東
亰
労
勳
基
牽
局

庶
務
課
　
　
8
1
4
5
3
1
1

M. S. A. T. 231, 000


